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Ⅰ ご挨拶  『明治に想う』 
 

副会長 石田 邦夫 

  （黒田建築設計事務所 会長） 
 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度事業の始

まりにあたりご挨拶を申

し上げます。 

 

さる３月８日に平成２９年度第６回役員会・理

事会が開催され、平成３０年度事業計画の承認を

いただきました。詳細は総会においてご説明する

ことになりますが、本年度は兵庫県政１５０周年

の記念すべき年であることから協賛事業を実施す

ることになりました。ついては、会員の皆様のご

協力のもとで成功裏に導きたいと考えています。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

さて、明治は１８６８年（慶応４年、明治元年）

に始まり１９１２年（明治４５年）に終わりまし

たが、日本人が未だに明治という年号にノスタル

ジーを感じるのは、明治が現在に至る国際的な日

本の立ち位置を形づくったからなのでしょうか？

明治１０年に西南戦争、明治２７年に日清戦争、

明治３７年に日露戦争、明治４３年に韓国併合が

なされました。１９４５年（昭和２０年）の第二次

世界大戦終結後７０年以上も戦争が無い状態が当

たり前の現在から思うと、何とも凄まじい激動の

明治だったのです。 

 

今から５０年前の１９６８年は、明治１００年

で、この時も各地で記念事業が実施されました。

当時建築を学んでいた私は、授業の中で『今後は、

カーテンのように軽やかな工場生産の外壁を、工

事現場に運んできて取り付ける工法が一般的にな

る』というような事を学んでいました。そして、兵

庫県の明治１００年記念事業の一環として完成し

た兵庫県民会館に、ＰＣカーテンウオール工法が

採用されていることを知りました。竣工建物の見

学会に参加し、県職員の熱心な説明を受けたこと

を思い出します。 

人のつながりは多様ですから、ひょっとすると

建築会の何らかの集まりで、兵庫県民会館の建設

に携わった県の職員の方と、お会いしていたかも

知れないなあと思っています。何故ならこの兵庫

県建築会が、７０年に亘って作り上げてきたヒュ

ーマンネットワークの素晴らしさを、実感してい

るからです。 

 

最後になりましたが、私は３月末をもちまして黒

田建築設計事務所の会長を退任いたしました。こ

の結果、長年に亘り会員、役員として活動をして 

まいりました建築会の会員も後進に委ねることに

なりました。 

平成１３年度に、建築会副会長であった黒田公

三の後を受けて理事に就任し、２４年度からは副

会長として重責を勤めてまいりましたが、平成３

０年５月２３日に開催される定時総会での議案承

認をもって退任させていただく予定ですので、事

前のご報告をご了承ください。 

あらゆる建設関係の集う全国的には大変ユニー

クな会の運営は、私には荷の勝ちすぎた１７年そ

して６年間でしたが、多くの方々にご支援をいた

だき、何とか職責を全うすることができたと思っ

ています。 

兵庫県建築会が、今後とも益々発展し、新たな

ネットワークが広がっていくことを、そして次の

世代へのバトンタッチがスムーズに渡ることを願

いつつ新年度のご挨拶とさせていただきます。 

 

Ⅳ 花だより（１） 

緋寒桜 （洲本市宇原） 

 

３月１０日帰省の折、洲本陸上競技場の土手一面

に満開のヒカンザクラがありました。 

会報編集時期には近隣のソメイヨシノは開花に至

らず、一足早いさくらをお届します。（3月26日現在） 
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Ⅱ 寄 稿 神戸秘話第９回  

『神戸一中サッカー部と河本春男』 

会 長  瀬戸本 淳 
 

 

命がけの奮闘。全身全霊の緊張。その間に感じ

る、ゲームの妙味―。サッカーは世界で最も愛さ

れているスポーツだが、世界へとつながる港町、

神戸は日本におけるサッカーの発祥地で、諸説あ

るが明治５年（１８７２）に居留地ではじめて試

合がおこなわれた。その１４年後に日本で公式に

サッカーの試合が行われ、「ＫＲ＆ＡＧ（神戸レガ

ッタアンドアスレチッククラブ）がＹＣ＆ＡＣ（横

浜カントリー・アンド・アスレティッククラブを

２対１で下している。 

ゆえに、神戸では早くからサッカーが定着。なん

と戦前の中学校（師範学校も含む）の公式全国タ

イトル１８のうち１１は兵庫県のチームだった。

兵庫大会の決勝戦は事実上の日本一決定戦だった

そうだ。中でも強豪だったのが御影師範（神戸大

の全身）、神戸一中（現在の神戸高校）、神戸三中

（現在の長田高校）で、甲陽や灘からも日本代表

を輩出するなどレベルが高かった。 

神戸一中のサッカー部は神戸尋常中学校時代の明

治２９年（１８９６）に「蹴鞠会」として結成され

たが、これは全国的にみても早く、イタリアのプ

ロリーグ、セリエＡよりも歴史が古い。 

そんな神戸一中サッカー部をさらなる高みに導い

た教師が河本春男だ。河本は明治４３年（１９１

０）愛知県生まれ、１３歳の頃に刈谷中でサッカ

ーをはじめ、３年生の時には神戸一中を破るなど

して全国大会で優勝している。その後東京高等師

範学校（現在の筑波大）に進学しプレーしていた

が、卒業直後に神戸一中の池田多助校長が直々に

要請し、昭和７年（１９３２）に神戸一中に着任、

サッカー部部長になった。 

着任翌日の練習初日は雨。グラウンドに出たもの

の部員は誰一人としていなかったという。そんな

状態から生徒とともに走ってボールを蹴りながら

心身ともに鍛え上げ、着任１年目にして全国大会

で３度目の優勝に導くなど、７年の在任期間中に

全国優勝４回、準優勝１回と輝かしい成績を収め、

多くの日本代表選手を育てた。 

河本はその後岡山女子師範学校へ転任、さらに従

軍して大陸へ赴き、除隊後は岐阜県体育主事を経

て戦後実業家へ転身。アルプスバター神戸直売所

を開設、岐阜の牧場から神戸の菓子メーカーに販

売し事業は順調だったが、昭和３７年（１９６２）

にユーハイムの創業者夫人、エリーゼ・ユーハイ

ムから懇願され、同社の代表取締役専務に就任す

る。当時のユーハイムは経営状態が芳しくなく資

金繰りも難しかったが、たまたま廊下で神戸一中

のサッカー部出身の銀行役員から声を掛けられ、

それがきっかけで融資を受けられるようになり経

営が再建できたという。その後、エリーゼが亡く

なると社長として手腕を発揮、平成１２年（２０

００）に退社し、その４年後に９４歳で没した。 

サッカーは出足が大事。河本は「常に一歩先んじ、

一刻早く」をモットーにしていたが、それは神戸

高校の精神として今もなお根付いている。 

次号では神戸一中サッカー部出身の著名人を紹介

しよう。 

 

 

※敬称略 

※兵庫県立神戸高等学校鵬友会の『鵬友』などを

参考にしました。 

 

河本 春男（かわもと はるお） 

株式会社 ユーハイム 代表取締役会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和７年に東京高等師範学校卒業後、兵庫県立

第一神戸中学校に奉職。昭和１４年、岡山県女子

師範学校へ転任し、昭和１８年、岐阜県体育主事

に補せられる。昭和２２年、依願免官し、商人とな

る。昭和３３年、有限会社アルプスバター神戸直

売所を設立し、代表取締役となる昭和３７年、株

式会社ユーハイム代表取締役（専務取締役）に就

任。昭和４６年エリーゼ・ユーハイム社長死去に

より、社長となる。同社代表取締役会長を経て、平

成１２年、株式会社ユーハイム代表取締役会長を

退職し、相談役となる。 

 

 

≪月刊神戸っ子 2017 年４月号から転載≫ 
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Ⅲ 特別寄稿 

『廃線から２８年、なお鍛冶屋線』 
元カナソ・ハイニノ国官房長官 小嶋 明 

（ＮＰＯ法人【じ～ば】理事長） 

 

 

 県のど真ん中で７０余年の歴史を誇った全長１

３，２キロの鍛冶屋線が国鉄からＪＲに引き継が

れ、あっという間に廃線となったのが平成２年３

月３１日のこと。その日から２８年を数えます。

まもなく平成の元号も変わりますます遠い話にな

っていきます。それだけに２月号の岡澄彦氏の「鉄

道秘話・鍛冶屋線」は興味深く読ませていただき

ました。 

 

 

その中に紹介されていたミニ独立国「カナソ・

ハイニノ国」の官房長官だったからです。全国で

も稀な存続運動を展開、その舞台回しにあたって

いました。一見パロディー風に見えた運動は、実

はまじめなまちづくり活動でした。 

 その鉄路が町を発展させた中町（現在は多可町

中区）には、郡部では数少ない赤十字病院があり

ます。今年はその開院７０周年にあたります。数

年前から地域と病院の連携のありようを研究、見

える化を図ってきた高齢者の暮らし支援にあたる

ＮＰＯ法人【じ～ば】では、この機に病院ボランテ

ィアに取り組まんと１０数名が登録を終え、３月

から都合のつく時間帯にエプロンをつけて院内に

入ります。 

 私は色々制約があって思うように時間が取れな

いため、談話室のディスプレーを担当することに

しました。病棟にはお年寄りが多いことから、「お

もいでのふるさと」をテーマに構成することにし

ました。 

 ３月はいうまでもなく鍛冶屋線が題材です。多

可赤十字病院は本館と老健とがあります。その間

の遊歩道はかっての鍛冶屋線の鉄路です。病院の

前には加古川の支流の杉原川が流れていて鍛冶屋

線唯一の鉄橋が架かっていました。今はふれあい

橋の名の遊歩道です。老健の入所者が車椅子で散

歩されているのを見かけます。 

 このように鍛冶屋線と隣り合わせにあっただけ

に思い出の光景になります。 

 廃線が決まってから記念グッズが何種類か出ま

したが、７つの駅の記念入場券セットもその一つ。

それを並べることで７つの駅舎がよみがえりまし

た。 

 廃線から２０年の時に鍛冶屋線をテーマにした

絵本「ゆめ列車」を発刊しましたが、その中から３

月３１日の最終列車の出る鍛冶屋駅、鉄橋を走る

列車のイラストを並べたのです。 

 作業が終わって何度も見入っていたとき原稿依

頼のメールが届き、あまりのタイミングに言葉を

失いました。 
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 超高齢社会を目前に２０２５年問題、地域包括

ケアシステムの確立、共生社会の構 築など多く

の課題が顕在化する今、このままでは福祉のまち

づくりの行き詰まりが目に見ています。それに地

域から「ストップ」をかけんと活動するのが【じ～

ば】ですが、そのまちづくりの源流をたどってい

くとカナソ・ハイニノ国に行き着くのです。レー

ルはなくなってもまちづくり運動を残せたのがこ

の国の成果でした。廃線以来の２８年間、その時々

の地域や生活課題をテーマにまちづくりを深化さ

せてきました。だから未だにカ国が話題にあがる

のです。 

 鍛冶屋線存続は当時の中町にとっての最大の地

域課題でした。しかし鉄道を利用する生活者は少

なく、個人レベルでの判断となるとなくなっても

不便でないとの意見が多くみられ、乗車密度を高

めるには至りませんでした。ただカ国の運動には

地域資源の消滅阻止という旗印がありました。そ

の一点で毎月何かのイベントを行い話題づくりを

続けたのでした。建国以来のマスコミの紹介量は

金額に換算すると億を越えていたといわれていま

す 

 

 田舎では自家用車なしでは暮らせません。今で

は１人１台です。時代の流れにかき消された鍛冶

屋線でしたが、その運動を通じて地域に向き合っ

てきました。若者のピュアな動機から始まったカ

国でしたが、地域への思いに終りはありません。 

 先人たちは厳しい反対論にもめげず私財を投げ

うって市原駅から鍛冶屋まで鉄路を延伸させまし

た。町の発展に欠かせないとの信念、確かなビジ

ョンには、今なお学ぶところが多く、その精神を

継承していくことがわれわれの責務といえましょ

う。 

 

≪事務局より≫ 

岡さんの鉄道秘話の最後に鍛冶屋線を取り上げ

てもらいました。並みの鉄道ファンと異なるのは

機関車の系譜だけではなく、鉄道に関わる地域の

歴史を緻密に取材されているところにあります。

姫路モノレールに始まる今シリーズでは、鉄道建

設にかけた地域の官民それぞれの熱意が語られて

いました。この、鍛冶屋線でも地域の住民・産業に

よる建設の歴史が詳細に記され、更に全国的にも

ユニークな「独立国」を建国し、利用促進イベント

による存続運動を展開してきたことまでも報告さ

れていました。この独立国の中心的役割を果たさ

れた小嶋 明氏に会報をお送りし、活動の本旨と

その後の町の様子をコメントして貰いました。 

鍛冶屋線の跡地は歩道付きの２車線道路として

整備されてきましたが、約３０年を経てなお残る

一部未整備区間がようやく建設の目処が立ったと

お聞きしましたが、これにより廃線とその事後処

理が終焉を迎えることになりそうです。 

小嶋さんには、この度のご寄稿、地域情報をあり

がとうございました。益々のご活躍をご祈念申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

中村町駅跡に整備された公園と廃線跡道路 

鍛冶屋駅～中

村町駅北間の

廃線敷に整備

された遊歩道 

鍛冶屋線唯一の鉄橋 
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Ⅳ 花だより （２） 

カタクリ（丹波市清住
きよすみ

） 

兵庫県まちづくり旺美会 志波 秀明氏 

 

平成２９年６月号に「桔梗」を投稿頂いた志波氏 

から珍しいカタクリの花が報告されました。あり

がとうございました。撮影は３年前のものですが、

この号が届くころには見頃を迎えているものと思

います。 

丹波市では平成１９年４月に市の花に定め、市を

挙げて保護育成に努められています。 

成長が遅く、花が咲くまで７～８年かかるそう

です。現在では、片栗粉はジャガイモのデンプン

から造られていますが、カタクリの名は残ってい

ます。 

 

≪市のホームページより≫ 

 カタクリはユリ科の多年草。市内の山野に自生

しており、春の訪れを告げる清楚で可憐でしとや

かな花。多くの人を魅了し、万葉集などでも詠ま

れています。毎年３月下旬から４月上旬にかけて

薄紫色の花を一斉に咲かせる姿は希望と明るい未

来を予感させます。 

≪カタクリ（古名 堅
かた

香子
か こ

）案内看板より≫ 

ユリ科に属する多年草で、四月初旬に紫紅色の

小さな花を咲かせます。 

地中の鱗
りん

茎
けい

からとれる良質のでんぷんがカタク

リ粉です。北海道、東北地方の山中に多く生え兵

庫県内では非常に珍しい群生地の一つが、ここ「清

住」です。特性は、芽をだし、花を開き、実を結び、

地上部が枯れるまでの期間がわずか２か月程であ

との１０か月間は地中でゆっくり休養するといわ

れています。 

万葉集に「もののふの 八十
や そ

少女
お と め

らが 汲みま

がう 寺井のうえの堅
かた

香子
か こ

の花」（大伴家持）と詠

まれて、古くから親しまれてきたようです。この

可憐な花を大切に見守り、保護にご協力ください。 

 

Ⅳ 花だより （３） 

      桜 （姫路市 姫路城） 

（株）ノバック 総務部 有井 政彦氏 

 

今年は桜の開花が早まりそうとのことで花だより

を期待していましたが、関東の満開情報と異なり、兵

庫ではこの編集時期には早いところでまだ咲き始め

状態で取材は諦めました。様々な桜の名所２０選と

言ったものが発表されますが、兵庫ではやはり姫路

城が多くのものでランクインされています。 

そこで、なんといっても地元企業のノバックさん

に照会をかけますと、期待通りに昨年の画像が提供

いただけました。お城を背景とした桜は華麗さが際

立っています。 

有井さんありがとうございました。 

 

鍛冶屋線資料館として整備された 

「鍛冶屋駅」（上）と「市原駅」（下） 
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日本で花と言えば桜を指すように、日本人の生活と

切っても切れないものですが、一説には地域で「種ま

き桜」と呼ばれる古木があるように、農と密接に関係

していることにもあるようです。 

 また、 

『世の中に たえて桜のなかりせば 春の心は 

のどけからまし』（在原業平） 

と、桜がもたらす平穏な春に心躍らせる様子が詠まれ

ています。（JAPAN TRAVEL MAGAZINE参照） 

  

 と、書いていると以心伝心、東京滞在中のメール仲

間から満開の桜が届けられました。その中から、ラン

クイン上位常連の六義園の豪華絢爛あふれんばかり

の枝垂桜です。 

 

◎特別会員の異動：４月１日付 
      （３月２８日までの届け出分、敬称略） 

 

≪兵庫県県土整備部関係≫ 

まちづくり部長 水埜 浩 

 → 政策創生部長へ 

 ← 奥原 崇（県土整備部住宅建築局長） 

県土企画局長 成岡 英彦 

 → 阪神南県民センター長へ 

 ← 廣田 俊彦（阪神北県民局副局長） 

まちづくり局長 出野上 聡 

 → 住宅建築局長へ 

 ← 飯塚 功一（兵庫県住宅供給公社専務理事） 

住宅建築局長 奥原 崇 

 → まちづくり部長へ 

 ← 出野上 聡 （まちづくり局長） 

まちづくり局都市政策課長 西谷 一盛 

 → 企画県民部参事（周辺整備担当）へ 

← 柏樹 容子（都市政策課計画調整参事） 

まちづくり局都市政策課計画調整参事 柏樹容子 

→都市政策課長へ 

←吉田安弘（阪神北・宝塚土木 まちづくり参事） 

まちづくり局都市政策課土地対策室長 森田智裕 

 → 土木局用地課長へ 

 ← 神足 孝明（産業労働部産業政策課参事） 

まちづくり局都市計画課長 佐々木 貴弘 

 → 国へ 

 ←近都 学（中播磨・姫路土木 まちづくり参事） 

まちづくり局市街地整備課長 柴田 和弘 

 → 住宅建築局建築指導課長へ 

 ← 福澤 静司（住宅供給公社住宅整備部長） 

住宅建築局住宅政策課長 藪本 和法 

 → 住宅供給公社常務理事へ 

← 堀崎 真一 

（国土交通省都市局都市政策課企画専門官） 

住宅建築局建築指導課長 藤井 望 退職 

 ← 柴田 和弘（まちづくり局市街地整備課長） 

 

阪神北県民局宝塚土木事務所 

まちづくり参事 吉田 安弘 

 → まちづくり局都市政策課計画調整参事へ  

 ← 吉田 良（住宅建築局建築指導課開発指導班長 

中播磨県民センター姫路土木事務所 

まちづくり参事 近都 学 

 → まちづくり局都市計画課長へ 

 ← 植田 吉則（教育委員会財務課副課長） 

淡路県民局洲本土木事務所 

まちづくり参事 赤曽部 俊則 

→企業庁地域整備振興課新産業団地整備参事へ 

←薬師寺恒治（まちづくり局公園緑地課副課長） 

 

 

 

 

Ⅴ お 知 ら せ 

 

     

◎正会員の異動（敬称略） 

平成３０年１月１日 

株式会社 ノーリツ 

 新 兵庫支店長 荒木 隆一 

 前 兵庫支店長 西内 茂髙 

 

平成３０年３月２３日付 

株式会社 新井組  

新 代表取締役社長 倉元 正史 

前 代表取締役社長 梶原 卓 

 

平成３０年４月１日 

公益財団法人 兵庫県住宅建築総合センター 

 新 理事長 竹本 明正 

 前 理事長 宗野 義潔 
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◎役員会開催結果 

 ３月８日（木）に開催した役員会（兼理事会） 

において、平成３０年度予算が承認されるととも

に、併せて２９年度決算見込額を報告しました。 

これらは５月２３日に開催する総会において

報告します。 

 

◎行事予定 

１ 役員会 

 日 時 平成３０年４月１９日（木） 

１３時３０分から１６時００分 

会 場 神戸市教育会館２０３号 

  議 題 平成２９年度決算について 

      役員の改選等定時総会上程議案 

２ 総 会 

日 時 平成３０年５月２３日（水） 

１７時００分から２０時００分 

会 場 神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

議 題 平成２９年度事業報告外 

ご案内中です。ご参加よろしくお願いします。 

３ 見学研修（兼第４６６回月例会） 

日 程 平成３０年６月１４日（木） 

    借上げバスにより移動 

➀みずほ協同農園「エコファーム」の見学とその

取組み概要について寺下社長から講演 

➁キリンビール工場とビオトープ取組の見学 

➂昼食「丘の上のビアレストラン」 

➃三田建設技能研修センターにおける建設技能

研修の取組みについての講演と視察 

４月下旬にご案内します。 

 

◎事務局だより 

◯編集最終段階で急に気温が上昇し、桜の開花が

一気に進みました。記事と現状が合っていません

がご容赦ください。 

いずれにしましても、この時期の桜にはそれぞ

れに越し方の想い出があることと思います。 

そして今年も多くの方が新たな門出となりま

した。これまでのご支援に感謝しつつ更なる飛躍

をご祈念申し上げます。 

 

○年金データーの入力事務の再委託と入力ミス

が問題となっています。我々年金受給者が扶養控

除申告書を毎年１０月頃に翌年の税控除のため

の手続きをしていますが、短期間に大量のデータ

ー処理は大変だろうとは感じていました。 

恐らくここにも労働力不足という課題がある

と思われます。労働力の確保、処理の合理化、社

会システムの改革あらゆる業種、業界に迫る喫緊

の課題です。 

 

 

 

 

 

 

≪兵庫県関係団体≫ 

 

（公財）兵庫県園芸・公園協会 

 理事長 竹本 明正  

→ 兵庫県住宅建築総合センター理事長へ  

  ← 糟谷 昌俊（県土整備部長） 

 

兵庫県住宅供給公社  

専務理事 飯塚 功一 

  → 県土整備部まちづくり局長へ 

 ← 山下 孝文（出納局会計課長） 

 常務理事 大内 誠 退職 

 ← 黒川 朗（労働委員会事務局次長） 

 常務理事 竹田 茂 退職 

  ← 藪本 和法（住宅建築局住宅政策課長） 

  

≪神戸市≫ 住宅都市局 

住宅部住宅整備担当部長 高木 雅章 

→神戸すまいまちづくり公社住環境再生部長へ 

←松本 悟司（住宅部住宅整備課長） 

住宅部住宅政策課長 谷中 俊宣 

 → 住宅都市局担当部長へ 

 ← 上田 真己（建築技術部技術管理課長） 

建築指導担当局長 浜田 有司 退職 

←（新）建築指導担当部長 根岸 芳之 

（神戸すまいまちづくり公社、住宅都市局担当部長） 

建築指導部空家空地指導担当部長 金本忠義 

（職名変更：前 空家・空地対策担当部長） 

建築指導部安全対策課長 東 和恵 

→計画部担当課長（まち再生推進担当） 

← 小川 直樹 （神戸すまいまちづくり公社、

住宅都市局担当課長） 

建築指導部技術管理課長 上田 真己 

 → 住宅部住宅政策課長へ 

 ← 山根 正利（神戸都市振興サービス㈱、 

企画調整局政策企画部担当課長） 

 

≪市関係≫ 

 

明石市  

都市局営繕課長 久納 賢吾（29.07.01付就任） 

 

加古川市 

都市計画部長 加東 克明 退職 

← 中田 直文（上下水道局次長） 

         

お問合せ 

 

 
事務局  ： 谷 純夫、石井滝実子 

電 話  ： 078－996－2851 

FAX  ： 078－996－2852     

Email   ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 
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広報コーナー：総合資格学院 
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 広報コーナー：三田建設技能研修センタ

ー 
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広報コーナー：兵庫県住宅再建共済制度 


